
木の名前を覚えよう！「樹木博士認定会」の取組について

北海道森林管理局 駒ケ岳・大沼森林ふれあい推進センター

自然再生指導官 小林 薫

自然再生指導官 松田 清

１ 課題を取り上げた背景

当ふれあい推進センターが発足してから１０年目の節目となりますが、

スタート当時から実施し、９０回の開催で延２，２０１名の樹木博士が認

定された「樹木博士認定会」のこれまでの取組状況について振り返りその

中から見えてきた課題をもとに、今後の「樹木博士認定会」の運営のあり

かたについて考察します。

２ 発表の内容

①これまでの「「樹木博士認定会」の取組及び、運営の状況を紹介します。

②これまでの「樹木博士認定会」の参加者内訳・開催区分・開催場所等、

内容の分析結果を紹介します。

③内容の分析及び取組状況を振り返る中から見えてきた「安全」・「トイレ

の必要性」・「交通機関からの距離」等の課題・問題点について紹介します。

④樹木博士認定会参加者及びイベント参加者を対象に行ったアンケート調

査の結果を元に森林に何が求められているのかを紹介します。

３ 今後に向けての考察

前述の「課題・問題点」及びアンケート調査の結果から、今後の「樹木

博士認定会」も含めた森林環境教育の推進の方法について「安全」・「楽し

い」・「気軽」・「新鮮」の4つのキーワードにより考察を行いました。


